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柳
町
如じ
ょ
か
い芥
頌
徳
碑

　

碑
は
明
治
34
年
（
1
9
0
1
）
農
会
お
よ
び

村
民
に
よ
り
、
如
芥
の
徳
を
表
彰
す
る
た
め
平

泉
寺
白
山
神
社
境
内
に
建
て
ら
れ
た
。
柳
町
助

太
郎
（
号
は
如
芥
）
は
、天
保
13
年
（
1
8
4
2
）

平
泉
寺
村
に
生
ま
れ
明
治
32
年
58
才
で
亡
く

な
っ
た
。
柳
町
家
は
勝
山
藩
か
ら
名
字
帯
刀
を

許
さ
れ
た
旧
家
で
、
平
泉
寺
村
の
庄
屋
と
し
て

ま
た
地
主
と
し
て
公
共
に
尽
力
し
、
ま
た
白
山

中
宮
平
泉
寺
の
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
の
長
男
で
あ
る
助
太
郎
は
村
長
や

県
会
議
員
な
ど
も
勤
め
た
。

　

碑
に
は
福
井
県
の
自
由
民
権
運
動
に
活
躍
し

た
杉
田
定
一
題
額
、
佐
賀
藩
出
身
の
儒
学
者
で

あ
る
谷
口
藍
田
の
撰
と
記
さ
れ
て
い
る
。
藍
田

と
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、
杉
田
定
一
と
は

如
芥
自
身
も
自
由
民
権
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
碑
文
に
は
彼
の
功

績
を
中
心
に
そ
の
履
歴
や
人
柄
が
記
さ
れ
て
い

る
。『
平
泉
寺
史
要
』
な
ど
も
利
用
し
な
が
ら
、

如
芥
の
履
歴
と
事
績
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

く
。
明
治
６
年
、敦
賀
県
第
29
大
区
小
１
区
（
平

泉
寺
・
大
渡
・
岡
横
江
・
赤
尾
・
笹
尾
村
）
の

戸
長
に
選
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
石
川
県
会
議

員
に
選
ば
れ
た
が
産
業
開
発
に
尽
力
中
で
あ
っ

た
た
め
辞
退

し
た
。
一
方
、

官
有
林
を
管

理
す
る
、
現

在
の
林
野
庁

に
当
た
る
農

商
務
省
の
山
林
局
に
か
か
わ
り
、
明
治
13
年
に

監
守
を
、
21
年
か
ら
は
石
川
県
大
林
区
署
巡
邏

を
勤
め
た
。

　

村
内
に
お
け
る
事
績
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
。

明
治
12
年
の
全
国
的
な
コ
レ
ラ
流
行
に
際
し
て

は
、
各
戸
に
清
潔
法
を
い
き
わ
た
ら
せ
て
い
た

た
め
１
人
の
患
者
も
出
さ
な
か
っ
た
。
同
じ
く

同
31
年
の
ウ
ン
カ
大
発
生
の
と
き
は
石
油
を
農

民
に
分
与
す
る
な
ど
、
財
を
傾
け
て
公
共
に
尽

し
た
た
め
、
他
村
の
倍
の
収
穫
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
稲
作
・
養
蚕
・
製
藍
・
牧
牛

な
ど
の
奨
励
改
良
に
努
力
し
、
藍
染
め
の
技
術

を
学
ば
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
学
校
ま
で
設
け

た
。

　

町
村
制
成
立
以
後
は
、
村
会
議
員
と
し
て
も

活
躍
、
明
治
25
年
の
平
泉
寺
勝
山
間
の
道
路
改

修
に
際
し
て
は
委
員
の
一
人
に
選
ば
れ
、そ
の
際
、

村
内
で
強
固
な
反
対
者
が
続
出
し
た
が
堅
忍
不

撓
の
精
神
で
他
の
当
事
者
を
励
ま
し
、
つ
い
に
当

初
の
目
的
を
貫
徹
さ
せ
た
。
ま
た
毛
屋
と
猪
野

村
間
の
道
路
改
修
に
私
財
を
投
じ
完
成
さ
せ
た
。

　

如
芥
の
最
大
の
功
績
は
平
泉
寺
を
再
興
さ
せ

た
こ
と
で
あ
る
。
平
泉
寺
は
維
新
政
府
の
発
し

た
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、
顕
海
寺
な
ど
と
と
も

に
一
時
存
亡
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
た
。
如
芥

は
竹
内
鉄
也
ら
と
と
も
に
長
年
の
間
奔
走
、
そ

の
努
力
に
よ
り
白
山
神
社
の
維
持
が
確
実
と
な

り
、
彼
の
死
後
明
治
38
年
に
至
り
よ
う
や
く
平

泉
寺
の
再
興
が
果
た
さ
れ
た
。

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「マンガミュージ
アムへ行こう」

「まよなかの
はんにん」

「イベリコ豚を
買いに」

伊藤　遊／共著
岩波書店

マージョリー・W・シャーマット／文
大日本図書

野地　秩嘉／著
小学館

新たなマンガの魅力に出会える、全国各地のマンガ
ミュージアムの面白さを伝える本。マンガミュージア
ムの楽しみ方を、マンガの仕組みを知る、絵を楽し
む、作者を知る、マンガの世界に入るといった６つ
のテーマに分け、それぞれの楽しみ方を提供する館
を具体的に３館ずつ取り上げて紹介します。

ネートは誰もが認める名探偵。隣のオリ
バーが「近所にゴミをあさりにくるやつが
いて、うちのカンが毎晩ひっくり返されて
いるんだ」と言いました。ぼくが犯人を知
りたいというオリバーのために、ゴミのカ
ンの中で待ちぶせをしていたら…。

幻の豚を追ってスペインへ向かった著者。
見学するつもりでいたところ、買うことに
なり、飼育・屠殺・精肉・加工・流通まで
の流れを、端から端まで追うことになりま
した。イベリコ豚を４年にわたって徹底取
材した、食のノンフィクション。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年6月末 前年比

総件数 248件 －14件

人身事故
（うち高齢者）

24件
（4）

－3件
（－3）

死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

－1人
（－1）

傷　者 28人 ＋2人

物損事故 224件 －11件

７月の納税

5月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 6月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,954人 12 －19 －7 12 －18 －6 11,941人 －13人
女 13,112人 5 －18 －13 15 －24 －9 13,090人 －22人
合　計 25,066人 17 －37 －20 27 －42 －15 25,031人 －35人
世帯数 8,090世帯 8,092世帯 2世帯

人口の動き

固定資産税▶第２期　国民健康保険税▶第１期
納期限▶7月31日㈭　口座振替▶7月28㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
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水
の
事
故
を防

ぎ
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
夏
に
は
多
く
の
水

の
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

　

特
に
多
い
の
は
海
・
川
で

の
遊
泳
や
、
釣
り
や
水
遊
び
中

の
事
故
で
、
全
体
の
九
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
用
水
路
や

プ
ー
ル
の
事
故
で
、
命
を
落
と

さ
れ
る
か
た
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

海
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
九
頭

竜
川
や
多
く
の
用
水
路
が
あ
る

勝
山
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
水
の
事
故
を
防
ぐ
に
は

• 

海
や
川
に
は
絶
対
に
一
人
で

は
行
か
な
い

• 

必
ず
誰
か
が
監
視
す
る

• 

増
水
し
て
い
る
川
や
用
水
路

に
は
近
づ
か
な
い

• 

お
酒
を
飲
ん
で
海
や
川
に

は
入
ら
な
い

　

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
何
よ
り
も
命
の
大
切
さ

を
考
え
れ
ば
自
ず
と
事
故
を

防
ぐ
方
法
が
浮
か
ん
で
く
る

は
ず
で
す
。

　

み
ん
な
で
注
意
し
、
事
故

の
な
い
楽
し
い
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

耳
が
痛
い
場
合
、
耳
の
病
気

や
喉
の
病
気
な
ど
を
引
き
起
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

症
状
は
病
気
に
よ
っ
て
様
々
で

す
。

■
急
性
中
耳
炎

　

風
邪
の
合
併
症
と
し
て
多
い

の
が
「
急
性
中
耳
炎
」
で
す
。

子
ど
も
の
耳
管
は
構
造
上
か
ら

中
耳
炎
に
な
り
や
す
い
で
す

が
、
成
長
と
と
も
に
中
耳
炎
に

な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

■
乳
幼
児
は
特
に
注
意

　

痛
み
を
訴
え
ら
れ
な
い
乳
児

や
幼
児
の
場
合
に
は
、

•
機
嫌
が
悪
く
な
る

•
耳
を
よ
く
触
る

•
甘
え
る

　

と
い
う
行
動
に
出
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
風
邪
で
鼻
水
が
続

き
、
特
に
黄
色
い
ド
ロ
ッ
と
し

た
鼻
水
が
続
く
と
き
は
中
耳
炎

を
合
併
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

集
団
生
活
を
し
て
い
る
子
ど

も
特
に
乳
児
は
風
邪
を
よ
く
ひ

き
ま
す
の
で
、
中
耳
炎
に
か
か

り
や
す
い
の
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
お
た
ふ
く
風
邪

や
異
物
が
耳
に
は
い
っ
た
と
き

な
ど
も
耳
の
痛
み
を
訴
え
ま

す
。

■
対
応
に
つ
い
て

•
熱
が
な
い

•
耳
の
下
が
腫
れ
て
い
る

　

こ
ん
な
時
は
様
子
を
み
て
通

常
の
診
療
時
間
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

•
頭
を
強
く
痛
が
る

• 

耳
の
後
ろ
が
腫
れ
て
い
た

り
、
赤
く
な
っ
て
い
る

　

こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

■
痛
み
が
強
く
な
っ
た
ら

• 

小
児
用
の
解
熱
鎮
痛
剤
を
使

用
す
る

• 

痛
が
る
方
の
耳
を
冷
や
す

（
氷
水
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密

閉
し
、
タ
オ
ル
に
包
ん
で
耳

に
当
て
る
）

•
耳
た
れ
を
ふ
き
取
る

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

耳
が
痛
く
な
っ
た
と
き

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

Ｊ
Ｆ
Ｔ
第
１
回
全
日
本

ア
ユ
釣
り
名
人
位
決
定
戦

　

全
日
本
釣
技
術
振
興
評
議
会

（
Ｊ
Ｆ
Ｔ
）
が
主
催
す
る
、
全
日

本
ア
ユ
釣
り
名
人
位
決
定
戦
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
前
年
度
ま
で
の
王

座
決
定
戦
の
勝
者
で
、
現
Ｊ
Ｆ
Ｔ

会
員
で
あ
る
７
人
に
よ
る
勝
ち
抜

き
戦
で
名
人
位
を
決
定
し
ま
す
。

と　

き
▼
７
月
26
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
市
内
九
頭
竜
川
流
域

大
会
本
部
▼
発
坂石

田
お
と
り
店
前

問　

勝
山
市
漁
業
協
同
組
合

☎
89
‐
３
３
３
０

Ｊ
Ｆ
Ｔ
第
33
回
全
日
本

ア
ユ
釣
り
王
座
決
定
戦

　

全
国
か
ら
選
ば
れ
た
超
Ａ
級
の

名
手
10
人
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
が
、

全
日
本
釣
技
術
振
興
評
議
会
主
催

で
行
わ
れ
ま
す
。

と 　

き
▼
７
月
27
日
㈰
〜
29
日
㈫

の
３
日
間　

午
前
7
時
〜

と
こ
ろ
▼
市
内
九
頭
竜
川
流
域

大
会
本
部
▼
発
坂石

田
お
と
り
店
前

問　

勝
山
市
漁
業
協
同
組
合

☎
89
‐
３
３
３
０

そ
ば
オ
ー
ナ
ー
を

募
集
し
ま
す

　

そ
ば
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
、
美

味
し
い
そ
ば
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
種
ま
き
、
収
穫
、
そ
ば
打
ち

の
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

そ
ば
種
ま
き
体
験
・
そ
ば
試
食

と　

き
▼
８
月
９
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※ 

収
穫
体
験
は
11
月
上
旬
、
そ
ば

打
ち
体
験
は
12
月
上
旬
を
予
定

と
こ
ろ
▼
野
向
町
聖
丸
区

募 

集
区
画
▼
20
区
画
（
先
着
順
、

１
区
画
４
名
ま
で
登
録
可
能
）

費　

用
▼
１
区
画
（
１
０
０
㎡
）

８
０
０
０
円

※ 

そ
ば
打
ち
体
験
は
別
途
１
５
０

０
円
か
か
り
ま
す

申
込
締
切
▼
８
月
５
日
㈫

申 
・
問　

勝
山
市
そ
ば
コ
ー
ナ
ー

実
行
委
員
会（
農
業
政
策
課
内
）

☎
88
‐
８
１
０
６

そば打ち体験の様子


